
エ ゾシカWGで 求め られ ている調査項 目一覧
・この表では原則として、左側に委員からの提案のあoた 網査贋目 〔曖陳なものを含む)、 右側にそれに■達する既存の網査、1番右側の列 にその闘査項目についての陳題を配置した.

・委員の提案が韓に実現 していない圓査項目は綱掛けした.

・ 「性質」の項目では、既存劇査がある掲合は既存劇査について、既存劇査がない掲合は萎員が撮案する劇査について、以下のように劇査の性質を曽定的に祀載した。

慰 …1～2単 の聞隔で行 うモニタリング臼査

中…5年 租度の間隔で行 うモニタリング胴査

長…IOP程 崖の聞隔で行うモニタリング扇査

単… モニタリング贋目ではなく、単蜀的網査
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エゾシカ

飼体騨の
勧噛と生
嘗累へ与
える影響

シカ何体数のセンサス
知宋単島のエゾシカ凹俸敬
の変動を描澗するため、
種々のセンサスを行う。

梶 魍

ライ トセ ンサス 〔斜巳 ・単島中
部)

1988～
撃2国俸

・

款】
斜里町・財団 知康財団

幌別 ・岩尾別 ・日の出の3コ ー
ス、それぞ れ約5㎞L回 に5晩 予算的に先行き不透明。

ライ トセ ンサス 〔■臼・拳島 中郁沿 1999-

12002

四!11よ

Ih同L回
■臼町 昌臼町 予算的に先行雷不通 明.

銭 イ ラ朴 センサ。 【半晒
督」

1992～ 早1回
〔融」

1
北海遺 猟友会

1斜里町+■ 臼町それぞれ2
コー

1ス・L同1晩

自然死留体胴査 〔岬塩区》

I

l999～

1撃
1回
r5則

1

知床財団 知床財団 99.2000、03、 ㎝撃実亀 予算的に先行き不透胴。

自然死留体胴査 〔ルシャ醜区) 1999 聯 知床財団 知床財団 離続した実亀体馴が未藍傭.

自播死臼体■査 〔ウトロー真鷹) 1987剛
置時

【㍗5

塾粛
斜巳町 知康財団

誇猟 ・駆除によ看捕獲敵闘査 1985～ 計 北海遺 北海道

シカ越冬地のモニタリン
グ

崩 ∈拳畠におげる、シカの
越冬塩と越冬数を帆空櫨を
便月して把量する。

風
魍 岬台雌航空センサス 1985剛

不足頚
【2-3
阿】

蜘宋財団弩 知康財団 8卜92箪は真鷹せず 予算的に先行雷不通 明.

憂 半島全域ヘリコプターセンサス 2003 単発 漂鋸省 知康財団 塗回贋査の予疋が立っていな
い開

シカ季飾移動國査

エソシカに冊信響等を付

け、知尿単島におげるエゾ
シカの移助実憩を把樋す
る.

肥 単 季飾移即1査(岩 尾別一寓竃)
2DD4剛

2006 漂鋸省 知康財団

n=50?遜 去の婿究例は.矢 矧宋エゾシカ傑口 管哩計面策

部 〔四88-95)に よ る岩尾別雌
区 〔巳.帥.貯 団 〔四93-96〕
によ看寓口 均区(ロ=5,

寵のための属査.叶 画賞蹴復
のモニタリングの予定が不逸
明

単 越冬地聞遺伝子暉艦胴査 20叫? 北大厭匪掌部へ財団解資料捷隣

飼体数隅藍を行った船
の効県

エゾシカ

四.石 招 単
斜里町金山川月辺を事例としたラ
イトセンサス9

1997剛 螂 斜巳町 知康財団
19田単11月 よ ロ、狩猿艦囲が拡

大

愈山川は狩猟による据霞であ
り、本絡的な飼体数闘鰹の殉
駆賢諭け来鑓 であろ.

シカの踏匡による、海岸
趣債斜亀での±填浸食の
実値把匿

1

欝田 単 掃し

1 1

瞠物
僅

上}

シカの高山帯への遣出の
モニタリング

鱒に高山の希少櫨物が影響
を受けていないか検匪す
る。

エゾシカ

四.二 藤 煙 葡し

擦食臣瞑査 休 本、離
本}

データの曹積がある岬以外
の部分(同 塩区以外のシカ
越冬均、あるいは小規棋の
重原)も 含んだ被害實臓劇
査

エゾシカ腎G

中 岬均区撮食匡胴査 1987～
1陣 聞
に5回

遭・斜屋町
箪

道環量罧・財
団 道康騰研 ・楯氏

中 岬地区ミズナラ旅闘査 1999剛
4箪 聞に

3面
遭 ・斜屋町
鰯

遭環量罧・財
同 遭環璽醗 ・梶氏

肛 岬均区防魔播(ア ブラコ湾) 2003 漂鋸省
看川 ・僅
灘.針 剛 対雇区も段置、胴査旧

駈 岬塩区防鹿橋 〔エオルシ暑〕 2003 環境省 環境省 設量は恥0凱 モニター?岬 導、ごく隈 られた鱈厩 しか

データがない.・'欝 剛 橋 囎 側… ブ・ 200ら 環境省 環境省

謙林生態系廉主 ・胃生対禦 呂D閃、 林野岸 日棘鵬
防麗憎内外モニタリング 〔幌別
醜区、岬塩区》、エゾシカ擦食
圧偶書尊

駈 エゾシカによるイチイの被害風査 1997、 〔林野庁〕
知康森林セ
ンター イテイ林木遣伝費淑保存林内

撃翰胴査り

シカの樽反罰ぎ選好屈の高
いニレ属、イチイの枯損木
から円藍をと弘 過去200
年租度の聞にシカによる食
塞彊熟^か 貞、■喜 石川

単
2DO4箪度に賞施。粛年度は膵細
未貼

知宋財団融 自事業のため.予算
的に先行き不遜明。

花脚
シカ飼体騨の過去の是期的
変画を.シ カ遇好樹櫨の花
粉噛積状冴から播窟する.

単
呂o㎝単度に予備風査。来年度は
畔緒乗定.

1)in床財団では199T撃以障金山川周辺のヲイ トセンサスを行ってきた.tgggrPll月 に金山川まで可脈区が拡大したことを受げ.捕 蟹による影響がないかライトセンサスのデータを分析した.

2)管瑠計圏禦定のためには.現 権の樺なシカの増加が過去にあったのかどうかが重翼な剃断材料となる.年 輪風査は過去200単種度.花 粉分析は過去数千年を対象として.シ カによる食Wあoた のか操るために行 う.

囲


